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【目的】社会的ひきこもり家族会参加者の変化が子どもに与えた要因の分析と回復モデ
ルの探索をストレングス視点に着目して行うため、①家族の変化のプロセスを解明する
②変化を促進する要因を導き出す③家族会支援を通しての回復モデルの構築を目指す。 
【方法】①年間 6 回行われる、「のぞみの会」にて語られる内容を記録化し、質的な分
析を行う。②先行実践先、なでしこの会（愛知県）を訪問し、視察・情報収集を行う。 
【結果】のぞみの会への参加（家族会への協力）は、1 回目 5 月 22 日：交流分析を用い、
「ふりかえり」から、「課題」、「問題」の明確化、2 回目 7 月 24 日：交流分析を用い、
今後の「夢や希望」の表明、３回目（10 月 2 日）なでしこの会視察、4 回目 11 月 27 日：
なでしこの会 視察報告とグループワーク、5 回目 1月 22 日：回復家族の体験談とグルー
プワーク、6 回目 3 月 26 日：年間のふりかえりと「夢や希望」の達成度とした。実際は
4 回目 11 月 27 日：なでしこの会 視察報告とグループワークの際に、なでしこの会の
会長さんが講話をしてくださった。また、6 回目 3 月 26 日では、年間のまとめを行う予
定であったが、緊急の校務が入ってしまい参加できなかった。 
会の記録を分析すると、①TEGⅡの結果から、父親は情緒面での交流が乏しく、母親
は全体的にエネルギー量の低さが伺えた。②参加者の発言内容が、「現状や動機」⇒「知
的な側面での学び」⇒「情緒的な語り」⇒「自分や子どもの関係の変化」と深まり、変
化してきていることが伺えた。③プログラムでは、講義とグループワーク、TEGⅡの実
施、回復家族の体験談などを行った結果、「学び、振り返り、気づき」といった「知的
側面」と「希望や安心感」の情緒的な側面の促進があったと考えられた。④以上の点か
ら、顕著な変化が伺えた 4 事例について、発言記録から変化に着目し、検討した結果、
「息子の気持ちに沿い、言葉を受入れよう」などの、親の決心や学びの行動化などの「意
図的な変化」と、そこから生じた、何気ない言葉の掛け方など行動の面や気持ちの持ち
かた等情緒面での「非意図的な変化」が、相互に補い合って、「両親との会話が多くな
る」、「昼夜逆転が直る」、「興味や意欲が出る」など、「子どもの情緒や行動」に変化を
もたらすと共に、「親子関係」に変化をもたらしているのではないかと考えられた。 
【考察と結論】TEGⅡやひきこもりに関する家族心理教育、家族の体験談などをプログ
ラムしていくことで、家族の家族会等話せる場の提供による「安心感」、語り合いや振
り返りによる「気づき」、体験者、回復家族との出会いによる、「将来のイメージ化」を
親が自覚出来ていくと共に、「意図的な変化」と「非意図的な変化」が、相互に補い合っ
て家族内の変化が起こりうる。そのためには、親自身のストレングス（未活用の潜在能
力＝強さ）を尊重し、それを引き出すことが大切なのではないか。同時に支援者が導い
ていくのではなく、時にはつらい気持ちを受け止め、時には励まし、時には喜びを共に
する「協同・共助の伴走者」の姿勢が求められるのではないか。 
【発表計画】2012 年 3 月：第 31 回日本社会精神医学会（東京） 
【追記】のぞみの会は、なでしこの会をモデルとした、NPO 法人設立を決定した。更に、
NPO 法人遠州精神保健福祉をすすめる市民の会も、ひきこもりコミニュティスペース、
若者サポートステーションの開始が決定し、支援の量が増えた。この点から地域貢献の
効果もあったものと考えられる 
 
  
 
 
